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八
丈
支
庁
等
で
行
っ
た
事
業
の
一
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　
〜
八
丈
富
士
治
山
事
業
の
完
了
〜

●
産
業
課
で
は
、
平
成
10
年
９
月
の
集
中

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
、
八
丈
富
士
周
回

道
路
（
通
称
鉢
巻
道
路
）
下
方
の
、
山
腹

崩
壊
地
の
復
旧
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
を
も
っ
て
工
事
を
完
了
し
ま
し

た
。

　
平
成
15
年

度
か
ら
17
年

度

ま

で

の

３
ヵ
年
の
事

業
費
は
約
６

９
０
０
万
円

で
、
鋼
製
土

留

の

設

置

（
４
基
）
や
種

子
吹
付
を
行
い
ま
し
た
。

　
鋼
製
土
留
で
山
腹
の
土
砂
の
流
失
防
止

と
斜
面
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
種
子

吹
付
に
よ
る
早
期
の
緑
化
で
表
土
の
流
失

を
防
ぎ
、
自
然
の
植
生
の
回
復
を
図
り
ま

し
た
。

　
〜
林
道
の
整
備
〜

●
林
道
の
安
全
・
快
適
な
通
行
を
図
る
た

め
、
三
原
林
道
の
改
良
・
舗
装
（
８
２
５

ｍ
）
を
約
４
３
４
０
万
円
で
、
こ
ん
沢
林

道
の
舗
装
（
６
７
０
ｍ
）
を
約
２
９
４
０

万
円
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ぎ
ょ
し
ょ
う

　
〜
大
型
魚
礁
の
設
置
〜

●
昨
年
の
12
月
に
大
型
魚
礁
６
基(

ト
ラ

ス
リ
ー
フ
型
魚
礁
３
基
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

魚
礁
３
基)

を
、
八
丈
島
東
の
今
根
ヶ
鼻

沖
（
水
深
約
70
ｍ
）
に
約
６
１
４
０
万
円

で
設
置
し
ま
し
た
。

　
魚
礁
を
設

置
し
た
場
所

は
、
平
坦
な

砂
利
地
の
た

め
、
ア
オ
ダ

イ
や
カ
ン
パ

チ
な
ど
の
底

魚
は
あ
ま
り

見
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
魚
礁
を
設
置
す
る
こ
と
で
魚
が
集

ま
る
よ
う
に
な
り
、
数
年
後
に
は
新
し
い

漁
場
と
な
っ
て
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
に

役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
〜
道
路
の
整
備
・
補
修
〜

●
土
木
課
で
は
、
八
丈
町
各
地
区
の
道
路

の
拡
幅
や
歩
道
設
置
工
事
を
約
３
億
８
０

０
０
万
円
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
根
地
区
で
は
抜
舟
（
神
湊
）
と
永
郷
、

大
賀
郷
地
区
で
は
役
場
通
り
と
馬
路
、
樫

立
地
区
と
中
之
郷
地
区
で
は
集
落
部
で
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
役
場
通
り

の
工
事
は
、
一
部
の
用
地
未
買
収
部
分
を

除
き
今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画

道
路
で
は
、
空
港
道

路
へ
の
接
道
に
向
け
、

約
２
億
５
０
０
０
万

円
で
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
青
ヶ
島
村
で
は
、

約
８
８
０
０
万
円
で

か
な

ど

が
た
い
ら

金
土
ヶ
平
に
お
い
て

擁
壁
工
事
を
、
池
之

沢
地
区
で
は
都
道
の

舗
装
補
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
６
月

の
都
道
崩
落
箇
所
に

お
い
て
、
災
害
復
旧

事
業
で
道
上
と
道
下

の
斜
面
工
事
を
約
５

９
０
０
万
円
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
〜
河
川
・
海
岸
の
整
備
〜

こ

ぼ
ね

が

ほ
ら

●
小
骨
ヶ
洞
で
砂
防
ダ
ム
の
一
部
を
、
洞
輪
沢
・
汐

間
海
岸
に
お
い
て
、
護
岸
の
整
備
や
補
修
を
約
８
６

０
０
万
円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
汐
間
道
路

の
護
岸
工
事
は
今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

　
〜
園
地
の
整
備
〜

●
大
潟
浦
園
地
に
お
い
て
、
障
害
の
あ
る
方
も
利
用

で
き
る
「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
５
２
５
万
円
で
整

備
中
で
す
。

　
〜
港
湾
・
漁
港
の
整
備
〜

●
港
湾
課
で
は
、
港
湾
整
備
事
業
と
し
て
、
港
湾
利

用
者
の
利
便
や
荷
役
効
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
八

トラスリーフ型魚礁
底辺 約13ｍ×13ｍ 高さ 約8ｍ

青ヶ島村、金土ヶ平の擁壁工事

八丈富士治山事業

都市計画道路接道部

17
年
度
実
施
事
業
の
紹
介
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重
根
港
の
護
岸
整
備
を
約
５
億
１
０
０

０
万
円
で
行
い
ま
し
た
。

　
青
ヶ
島
港
で

は
、
港
内
の
安
全

な
交
通
の
確
保
、

定
期
船
及
び
貨
物

船
の
就
航
率
向
上

を
図
る
た
め
、
臨

港
道
路
と
護
岸
の

整
備
を
約
９
億
５
０
０
０
万
円
で
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
漁
港

整
備
事
業
で

は
、
漁
港
内
の

波
を
静
か
に

す
る
た
め
、
八

重
根
漁
港
と

洞
輪
沢
漁
港

で
、
防
波
堤
を
25
ｍ
延
長
す
る
工
事
を

約
６
億
円
で
行
い
ま
し
た
。

　
〜
樫
立
の
手
踊
・
場
踊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
〜

●
都
教
育
委
員
会
で
は
、
東
京
都
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
の
資
料
保
存
の
た
め
、

樫
立
踊
り
保
存
会
の
協
力
を
得
て
、
樫

立
地
区
の
盆
踊
り
風
景
や
、
八
丈
高
校

視
聴
覚
室
で
踊
り
の
動
作
を
前
後
か
ら

撮
影
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
ま
し
た
。

　
17
年
度
中
に
は
、
町
立
図
書
館
や
八

丈
高
校
図
書
室
、
教
育
庁
八
丈
出
張
所

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
八
丈
支
庁
で
は
、
八
丈
島
内
の
都
関
係

機
関
と
と
も
に
「
八
丈
支
庁
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
や
小
中
学
校
、
職
員
住
宅
、
林
道
等
に

花
の
植
栽
を
行
い
、
「
八
丈
島
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
花
の
み
ど
こ
ろ
は
、
大
賀
郷
・

楊
梅
ヶ
原
と
三
根
・
桜
平
の
職
員
住
宅
で

す
。「
は
な
も
も
」
が
３
月
に
、「
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
」
が
５
月
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。「
さ

つ
き
」
や
「
つ
つ

じ
」
も
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
八
丈

支
庁
の
庁
庭
に

「
ビ
オ
ラ
」
や

「
パ
ン
ジ
ー
」
が

咲

い

て

い

ま

す
。
ご
来
庁
の

際
に
は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
八
丈
島
内
の
都
関
係
機
関
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
「
花
い
っ
ぱ
い
の
八
丈
島
」
を
目

指
し
、
花
を
植
え
て
い
き
ま
す
。

　
産
業
課
商
工
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

　
１
月
28
日
、
以
前
八
丈
支
庁
な
ど
島
に

赴
任
し
た
こ
と
の
あ
る
職
員
に
呼
び
か

け
、
赴
任
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
航
空
運
賃
の
値
下
げ
が
17
年
10
月
か
ら

実
現
さ
れ
、「
搭
乗
者
プ
ラ
ス
１
万
人
」
の

活
動
が
島
を
挙
げ
て
大
き
な
広
が
り
を
見

せ
る
な
か
、
観
光
活
性
化
を
支
援
し
て
い

る
八
丈
支
庁
と
し
て
も
、
来
島
者
を
増
や

す
た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
交

流
会
を
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
２
年
連
続
の
開
催
と
な
り
、
参
加
者
の

人
数
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
プ
ラ

ス
１
万
人
」
に
協
力
し
た
い
と
い
う
赴
任

経
験
者
と
そ
の
知
人
ら
約
50
名
が
来
島
し

ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
来
島
し
て
く
れ
た

人
も
大
勢
い
ま

し
た
。

　
交
流
会
に
は
、

歴
代
支
庁
長
を

始
め
と
す
る
赴

任
経
験
者
と
地

元
Ｏ
Ｂ
、
現
職
員

な
ど
１
０
７
名

が
集
い
、
か
つ
て
の
赴
任
地
で
あ
る
八
丈

島
・
青
ヶ
島
へ
の
思
い
が
渦
を
巻
き
、
熱

気
に
包
ま
れ
た
交
流
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
島
で
は
ち
ょ
う
ど
「
ヘ
ル
シ
ー
・
フ
ェ

八重根港ケーソン

　
昨
年
、
広
島
県
や
栃
木
県
な
ど
で
発

生
し
た
事
件
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
以
前
に
比
べ
身
の

周
り
に
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
に
よ
る
犯
罪
も
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。

　
都
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

を
犯
罪
の
被
害
者
や
加
害
者
に
し
な
い

た
め
に
、
平
成
16

年
度
か
ら
セ
ー
フ

テ
ィ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
18
年
度
か
ら
は
、
八
丈
町
・
青
ヶ
島
村

の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
二
部
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
部
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
非
行
防
止
・
犯
罪
被
害
防
止
の

学
習
を
行
う
様
子
を
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
二
部
で
は
、
学
校
や
保
護
者
、
地

域
・
関
係
機
関
の
方
々
で
「
非
行
や
犯
罪

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
組
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
や
健
全
育

成
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
に
し
た

い
の
で
、
是
非
と
も
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
開
催
日
時
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
又
は
町
村
教
育
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
庁
八
丈
出
張
所
℡
二
―
〇
七
四
二

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
に

 
 
 
 
 
 
 

　
ご
参
加
く
だ
さ
い

八
丈
支
庁
赴
任
者
交
流
会
の
開
催

ス
タ<

ア
ロ
エ
＆
あ
し
た
ば>

」
が
始
ま

り
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
島
外
か
ら
参
加

し
た
人
に
は
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　
総
務
課
庶
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
一

今
年
の
花
の
み
ど
こ
ろ

青ヶ島港全景



3

　

　
こ
ん
に
ち
は
、
八
高
で
す
！

★
八
高
生
の
進
路
は
好
調
！

　
今
年
度
の
３
学
年
の
進
路
は
、
就

職
、
専
門
学
校
、
大
学
、
短
大
、
ど
の

分
野
に
お
い
て
も
好
調
で
す
。
１
月

末
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
の
進
路

が
決
定
し
、
３
月
の
国
立
大
学
受
験

発
表
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
全
員
の
進
路
が
決
ま
る
ま
で
、
生

徒
は
も
ち
ろ
ん
八
高
教
職
員
全
員
が

努
力
し
ま
す
。

★
園
芸
科
の
発
表
会
を
参
観
し
ま
せ

ん
か

　
園
芸
科
の
１
、
２
年
生
が
、
授
業
の

中
で
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
調
査
し
た

内
容
を
発
表
し
ま
す
。
是
非
と
も
ご

参
観
く
だ
さ
い
。

　
日
時:

３
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　 

午
後
１
時
30
分
〜

　
会
場:

農
業
基
礎
実
習
室

★
定
時
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

練
習
に
参
加
を

　
昨
年
秋
の
定
時
制
通
信
制
大
会
で

よ
う
や
く
１
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
２
勝
を
目
標
に
、
放
課

後
、
毎
日
練
習
し
、
土
曜
日
は
午
後
７

時
か
ら
９
時
ま
で
練
習
試
合
を
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
好
き
な
方

は
、
一
緒
に
練
習
し
ま
せ
ん
か
。

★
野
球
部
、
春
季
都
大
会
出
場
に
向

け
頑
張
っ
て
い
ま
す

　八丈島空港駐車場に、普通自動車3台分の駐車

スペースを使用して、障害者用駐車スペース

（１台分）を設けました。

　両側のスペースを広くとり乗降しやすいよう

にしていますので、ご利用ください。

　          　　　八丈島空港管理事務所

                        　℡　２－０１６３

空港駐車場に障害者用

     駐車スペースを設置

　
平
成
12
年
度
か
ら
16
年
度
ま
で
に
実
施

さ
れ
た
八
丈
町
西
部
地
区
の
経
営
構
造
対

策
事
業
で
は
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
32
棟
（
２
万
５

３
０
１
㎡
）
や
直
売
施

設
（
え
こ
・
あ
ぐ
り

ま
ー
と
）
、
集
出
荷
貯

蔵
施
設
、
農
業
用
水
施

設
な
ど
が
約
８
億
円
で

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
と
同
じ
事
業
が
、
18

年
度
か
ら
20
年
度
に

か
け
、
八
丈
町
全
域
に

お
い
て
実
施
す
る
こ
と

次
期
経
営
構
造
対
策
事
業
の
概
要

　
秋
の
１
次
予
選
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
ス

ト
４
に
入
り
、
春
季
都
大
会
へ
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。
勝
利
に
向
け
、
こ
の
冬
必

死
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

★
第
56
回
卒
業
式

　
日
時:

３
月
３
日
（
金
）
９
時
35
分
開
式

　
会
場:

視
聴
覚
ホ
ー
ル

★
第
59
回
入
学
式

　
日
時:

４
月
10
日
（
月
）
10
時
15
分
開
式

　
会
場:

視
聴
覚
ホ
ー
ル

★
八
高
図
書
館
一
般
公
開
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
毎
週
日
曜
日
（
学
校
行
事
日
を
除
く
）
の

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

★
都
立
八
丈
高
校
　
℡
二
―
一
一
八
一

 

（
全
日
制:

小
野
寺
、
定
時
制:

静
野
）

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
事
業
実
施
の
前
段
階
と
し

て
、
地
区
内
関
係
者
の
合
意
形
成
に
加

え
、
地
域
農
業
の
構
造
改
革
に
向
け
た
検

討
な
ど
担
い
手
の
育
成
や
成

果
目
標
の
設
定
、
施
設
整
備
の

計
画
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
八
丈
町
で
は
施
設

整
備
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た

め
、
施
設
の
標
準
設
計
や
費
用

対
効
果
の
算
定
、
事
業
効
果
フ

ロ
ー
図
の
策
定
な
ど
を
委
託

し
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
に
お
け
る
次
期
経

営
構
造
対
策

事
業
の
施
設

規
模
は
、
３
カ

年
の
総
事
業

費
は
約
７
億

円
、
台
風
災
害

に
強
い
ル
ス

カ
ス
や
鉢
物

の
鉄
骨
ハ
ウ

ス
を
中
心
に
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ

ぼ
う
そ
う

レ
ニ
ー
の
防
風
・
防
霜
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
、

輸
出
用
ロ
ベ
防
疫
施
設
な
ど
の
整
備
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
課
農
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

前経営構造対策事業で
整備された鉄骨ハウス

サンダーソニア
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農
薬
に
関
す
る

　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す
！

みんなで、島に人を呼ぼう！

船
舶
接
岸
時
の
お
願
い

　
昨
年
の
12
月
25
日
午
前
８
時
頃
、
神
湊

（
底
土
）
港
の
岸
壁
に
お
い
て
、
貨
物
船

の
接
岸
時
に
航
海
士
が
負
傷
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
船
が
接
岸
す
る
近
く
で
釣
り
を
し
て

い
た
人
に
、
航
海
士
が
退
去
す
る
よ
う

注
意
し
て
船
に
戻
る
途
中
、
波
浪
に
よ

り
船
の
係
留
用
ロ
ー
プ
が
突
然
破
断
し
、

破
断
し
た
ロ
ー

プ
が
航
海
士
の

あ
ご顎
か
ら
胸
部
を

殴

打

し

ま

し

た
。

　
航
海
士
の
命

に

別

状

は

な

く
、
大
事
に
は

１
　
種
苗
の
販
売
時
に
は
表
示
が
必
要

　
で
す
（
種
苗
法
の
改
正
）

　
す
べ
て
の
食
用
農
作
物
の
種
苗
と
そ

の
他
指
定
種
苗
（
花
き
や
果
樹
な
ど
の

一
部
）
に
つ
い
て
、
苗
や
種
を
販
売
す
る

際
に
品
種
名
や
生
産
地
な
ど
の
表
示
を

行
う
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
示
す
る
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
①
表
示
を
し
た
種
苗
業
者
の
氏
名
及

　
　
び
住
所

　
②
種
類
及
び
品
種

　
③
生
産
地
（
都
道
府
県
又
は
国
名
）

　
④
採
種
の
年
月
（
又
は
有
効
期
限
）
及

　
　
び
発
芽
率

　
⑤
数
量
（
重
量
、
体
積
等
）

　
⑥
農
薬
の
有
効
成
分
の
種
類
及
び
使

　
　
用
回
数

２
　
す
べ
て
の
農
薬
に
残
留
基
準
値
が

設
定
さ
れ
ま
す
（
食
品
衛
生
法
の
改
正
）

　
今
年
の
５
月
29
日
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
と
は
、
基
準
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
農
薬
等
が
一
定
量
を

超
え
て
残
留
す
る
食
品
の
販
売
等
を
原

則
禁
止
す
る
制
度
で
す
。
使
用
し
た
農

薬
が
隣
の
作
物
に
飛
散
し
た
場
合
、
こ

の
基
準
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
周
囲
へ

の
飛
散
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
ア
シ
タ
バ
に
は
登
録
の
あ
る
農
薬
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
平
成
15
年
３
月
の
農
薬
取
締
法
改
正
に

よ
り
、
ア
シ
タ
バ
に
対
し
て
申
請
し
た
農

薬
を
使
用
で
き
る
経
過
措
置
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。
今
後
は
登
録
の
あ
る
農
薬

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
八
丈
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
は
表
紙
に
記
載
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
産
業
課
農
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
岸
壁
な
ど
港
湾

施
設
を
ご
利
用
の
際
に
は
、
次
の
事
項
を

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
岸
壁
等
の
港
湾
施
設
は
、
原
則
と
し

て
、
関
係
者
以
外
は
立
入
禁
止
に
な
っ
て

い
ま
す
。

②
特
に
波
が
高
い
と
き
に
は
、
接
岸
中
の

船
舶
の
作
業
区
域
内
で
、
ロ
ー
プ
の
破
断

や
運
搬
車
両
等
と
の
接
触
事
故
な
ど
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
決

し
て
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
定
期
船
等
を
利
用
す
る
際
は
、
係
員
や

警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
製
作
現

場
に
も
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

港
湾
課
管
理
係 

℡
　
二
―
一
一
一
五

神湊（底土）港岸壁

18
年
度
東
京
都
予
算
案
の
概
要

　
平
成
18
年
度
予
算
は
、
第
２
次
財
政

再
建
推
進
プ
ラ
ン
の
最
終
年
度
の
予
算

と
し
て
、
「
財
政
構
造
改
革
の
足
取
り

を
確
か
な
も
の
と
し
、
東
京
の
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
す
予
算
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前

年
度
に
比
べ
５
・
４
％
増
の
６
兆
１
７

２
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
丈
支
庁
管
内
の
予
算
と
事
業
内
容

に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

　
２
月
９
日
、
青
ヶ
島
小
学
校
で
課
外

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
課
外
授
業
は
、
「
親
し
み
の
あ
る
港

づ
く
り
」
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
６
回

目
に
な
り
ま
す
。

　
授
業
は
二
部
構
成
で
行
い
、
第
一
部

は
、「
港
と
は
」
と
題
し
て
、
青
ヶ
島
（
三

宝
）
港
と
大
千
代
港
の
歴
史
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
教
室
か
ら
校
庭
に
場
所

を
移
し
、
ポ
ー
ル
の
高
さ
を
予
想
し
て

か
ら
光
波
測
量
と
い
う
器
械
を
使
い
、

工
事
測
量
の
正
確
さ
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
港
を
つ
く
る

大
切
さ
、
先
人

た
ち
の
苦
労
、

工
事
測
量
の
必

要
性
と
器
械
の

精
密
性
に
、
子

ど
も
た
ち
か
ら

驚
き
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
港
湾
課
で
は
、
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通
し
、
多
く
の
人
に
港
に

親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
港
湾
課
管
理
係
　
℡
二
―
一
一
一
五

今
年
も
港
湾
課
職
員
が

　
　
　
　
「課
外
授
業
」
の
先
生
に
！

課外授業の様子


